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佐

久

間

昭

光

一

序

(

1
)

ペ

イ
ン

､

シ

ロ

ス

･

ラ
ビ

ニ

の

参
入

阻
止

価
格
論
は

､

独
占
企
業
や

高

度
に

寡
占
化
し
た

産
業
に

お

い

て

も
､

必

ず
し

も

短
期
の

利
潤
を

最
大
に

す

る

よ

う
な

高
い

水
準
に

価
蒋
が

設
定
さ

れ

て

い

な
い

と
い

う
経
験
的
事

実
を

､

新
規
参
入

者
と
の

関
連
に

お

い

て

説
明
し

ょ

う
と

す
る

も
の

で

あ

る
｡

議
論
の

出
発
点
と

し
て

彼
ら
の

参
入

阻
止

価
椅
論
を

簡
単
に

検

討
し

(

2
)

て

お

こ

う
｡

ペ

イ
ン

は
､

参
入

障
壁
の

高
さ

の

差
異
に

よ
っ

て
､

そ
こ

で

と

ら

れ

る

価
格
設
定
行
勤
ほ

異
な

る

と

し
て

､

四
つ

の

場
合
を

挙
げ
て

い

る
｡

そ
の

中
で

､

特
に

参
入

阻
止

価
格
論
の

国
有
の

研
究
対

象
で

あ

る

効
果
的
参
入

阻
止

と

非
効
果
的
参
入

阻
止
の

場
合
に

つ

い

て
､

彼
は

､

長
期
利
潤
の

観

点
か

ら
､

前
者
の

場
合
に

は
､

参
入

阻
止
価
格
が

､

後
者
の

場
合
に

つ

い

て

は
､

参
入

阻
止
価
帝
よ

り
も
エ

向
い

価
椅
が

設
定
さ

れ
る

で

あ

ろ

う
と

し

(

3
)

て

い

る
｡

ま

ず
後
者
の

場
合
に

つ

い

て

は
､

参
入

阻
止
価
格
よ
り

も
､

高

い

価
得
で

あ

る

と
い

う
が

､

そ

れ

が
､

ど
の

よ

う
な

高
さ

の

価
格
で

あ

れ

ば

長
期
利
潤
の

観
点
か

ら
､

最
も

望
ま

し
い

の

か

に

つ

い

て

は

解
答
が

与

え

ら

れ

て

い

な
い

こ

と
が

指
摘
さ

れ

よ

う
｡

ま

た

前

者
の

場
合
の

議
論
で

は
､

参
入

阻
止

価

樽
と
は

､

そ
れ

以

下
の

価
得
で

は
､

決
し
て

参
入
が

起
ら

ず
､

そ

れ

を

越
え

る

価
得
で

は
､

必

ず

参
入
が

起
る

よ

う
な

価
蒋
で

あ

る

こ

と

が

前
提
さ

れ

て

い

る
｡

参
入

阻
止

価
格
が

､

そ
の

よ

う
な

価
格
で

あ

る
た

め

に

は
､

新
規
参
入

者
が

､

彼
ら

の

参
入

後
の

市
場
の

状

態
､

彼
ら
の

参
入
に

対

す
る

既
存
企
業
の

反
応

､

彼
ら

目
身
の

費
用
関
数
に

つ

い

て
｢

完
全
な

知
識
を

持
っ

て

い

る
こ

と

と
､

彼
ら
の

完
全
合
理

性
を

前
提
と

し

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

｡

現
実
の

状
況
に

お
い

て

ほ
､

こ

れ

ら
の

条
件
が

消
さ

れ

て

い

る

と

考
え
る

こ

と

は

で

き

な

い

で

あ

ろ

う
｡

も

し
､

そ

う
で

あ

れ

ば
､

新
規
参
入

者
は

､

参
入

阻
止

価
格
以

下
の

価

棉
で

も

参
入

し
て

来
る

か

も

し

れ

な
い

し
､

逆
の

場
合
に

参
入

し
て

来
な

い

か

も

し

れ

な
い

｡

こ

の

よ

う
な

状
況
に

お
い

て

も
､

既
存
企
業
集
団
は

､

彼
ら

の

設
定
す

る

価
格
に

対
す
る

参
入

者
の

反

応
､

即
ち

参
入
の

危
険
度

を

少
く
と

も
､

主
観
的
確
率
と

し
て

と

ら

え
る
こ

と

は

で

き

る
､

こ

の

観

点
か

ら
､

参
入

と

価
棉

･

販
売
費
の

問
題
を

考
え

る
ぺ

き

で

あ

る

と

提
案

(

4
)

し
た

の

が
､

ウ
ィ

リ

ア

ム

ソ

ン

で

あ

る
｡

ま
た

､

カ

ミ

ヤ

ン

と
シ

ュ

ワ

ル

ツ

ほ
､

ウ
ィ

リ

ア

ム

ソ

ン

の

提
言
に

沿
っ

て
､

リ
､

､

､

ッ

ト
･

プ

ラ

イ

シ

(

5
)

ン

グ
･

モ

デ
ル

を

展
開
し

て

い

る
｡

そ
こ

で

は
､

操
作
可
能
変
数
は

､

価

蒋
だ

け
で

あ

る

が
､

非
効

果
的
参
入

阻
止
の

場
合
の

最
適
価
蒋
の

問
題
も

同
時
に

解
決
さ

れ

て

い

る
｡

こ

の

研
究
ノ

ー

ト

で

は
､

販
売
費
の

三

面
的
性
格
即
ち

､

需
要
拡
大
効

果
､

参
入

阻
止

効
果

､

費
用
効
果
を

考
慮
に

入

れ
て

､

カ
､

､

､

ヤ

ン

･

シ

ュ

3

ワ

ル

ツ
･

モ

デ
ル

を
､

販
売
費
を

も

操
作
可
能

変
数
と

す
る

モ

デ
ル

に

拡

H
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張
し

､

既
存
企
業
集
団
に

と
っ

て
､

不

確
実
な

参
入
の

脅
威
の

あ

る

場

合

の

最
適
価
格

･

販
売
費
と

は
､

ど
の

よ

う
な

も
の

で

あ

る

か

を

明
ら

か

に

す
る

と

共
に

､

モ

デ
ル

の

拡
張
に

伴
っ

て

生

ず
る

新
た

な

問
題
に

つ

い

て

若
干
の

検
討
を

加
え

る
｡

ま

た

簡
単
化
の

た

め
に

､

以

下
の

よ

う
な

状
況
を

前
提
に

す

る
｡

拙
既

存
企
業
の

集
団
は

､

価
格

･

販
売
費
に

関
す
る

カ

ル

テ
ル

を

形
成
し

､

カ

ル

テ
ル

の

構
成

員
(

個
別
の

企
業
)

は
､

そ
の

決
定
に

し

た

が

う
｡

㈲
カ

ル

テ
ル

は
､

自
ら
の

設
定
す
る

価
格

･

販
売
費
に

対

し

て
､

新
規
参
入
が

生
じ

る

か

香
か

の

主
観
的
確
率
を

持
っ

て

い

る
｡

㈹
カ

ル

テ
ル

は
､

産
業

全
体
の

割
引
短
期

利
潤
の

期
待
値
の

総
和
を

最
大
に

す
る

よ

う
に

価
椅

･

販
売
費
を

設

定
す

る
｡

〓

仮
定

(

6
)

参
入
の

脅
威
は

､

一

度
だ

け
し

か

生
じ

な
い

も
の

と

す
る

と
､

カ

ル

テ

ル

に

と
っ

て

の

意
思
決
定
の

時
点

(

0

時
点
)

以

後
の

時
間
は

､

参
入
が

実
際
に

お
こ

る

ま
で

の

期
間
(

第
一

期
)

と
､

そ
れ

以

後
の

期
間
(

第
二

期
)

と
に

分
け
■

ら
れ

る
｡

そ

こ

で
､

第
一

期
と

第
二

期
の

そ

れ

ぞ

れ

の

時

点
に

お

け

る
カ

ル

テ
ル

の

利
潤
関
数
と

､

参
入
の

危
険
率
に

つ

い

て

以

下

の

よ

う
な

仮
定
を
お

く
｡

仮
定

H

第
一

期
の

亡

時
点
に

お

け
る

カ

ル

テ
ル

の

利
潤
関
数
汀

は
､

そ
の

時
点
の

価
蒋

叉
叶

)

と

販
売
費

A
叶

)

の

関
数
で

､

関
数
打

は
､

叉
p

A
叶

)

が
､

そ
れ

ぞ
れ

非
負
で

あ

る

と
こ

ろ

で

定
義
さ

れ

て

い

て
､

叫

関
数
打

は
､

♪
と
ざ

と
に

関
し
て

､

二

回

連
続
偏
微
分
可
能
な

厳

密
に

凹
な

関
数
で

あ

る
｡

糊

∽

仁
一

エ

Å
学
几
二

匂
Ⅳ
○

､

ゎ

Ⅳ
○
)

>
計

Ⅳ
○

で

あ
る

実
数
ゐ

に

対

し
て

､

〃7

集

合

b
バ

8
=
〔

(

き

几
二

Å
き

且
Ⅳ
計

も
Ⅳ
○

〉

叫

Ⅳ
○
)

は
､

非
空
か

つ

有
界

で

あ

る
｡

糾
､

利
潤
の

割
引
率
γ

は
､

利
潤
の

成
長
率
ダ

よ

り

も

大
き
い

｡

即
ち

→

>
q

で

あ

る
｡

第
二

期
の

f

時
点
に

お

け
る

利
潤
関
数
を

､

司

入

叉
叶

)

)
-

A
叶

)
)

と

し
､

司
田

は
､

打

と

同
一

の

仮
定
を

満
た

す
と

す
れ

ば
､

司

失
態

芸
-

㌔

J

Ⅳ
司

入
学

且

も
Ⅳ
○

-

叫

Ⅳ
〇
･

を

満
た

す
､

唯
一

の

七

三

と

㌔
★

の

組
が

存
在

す
る

｡

し

か

る
に

､

仮
定
に

よ

り

第
二

期
に

お
い

て

は
､

参
入
の

脅
威
が

存
在
し

な
い

の

で

あ

る
か

ら
､

カ

ル

テ
ル

は
､

第
二

期
に

お

い

て

は
､

計

=
司
抒

(

七

三
-

㌔

J

(

一

定
)

で

あ

る

利
潤
を

享
受
す
る

こ

と

が

で

き
る

｡

こ

の

値
ゐ

に

対

し

て
､

次
の

よ

う
に

仮
定
す
る

｡

仮

定
0

0

爪
計

<

m
p
リ

ェ

Å
き

量
匂

Ⅳ
○

､

h

Ⅳ
○
)

但
し

関
数
方

は
､

仮

定

H
で

定
義
さ

れ

る

も

の

で

あ

る
｡

尚
､

簡
単
の

た
め

に
､

こ

の

ゐ

に

対

し
て

､

仮
定

H
の

肘
に

お

け
る

b
バ
計
)

は
､

知

㌔

(

二

次
元
非
負
ユ

ー

ク

リ
ア

ド

空
間
)

の

部
分
集
合
セ

あ

る

と

仮
定
す
る

｡

仮
定
臼
と

は
､

逆
に

計

>

ヨ
P

粥

Å
匂
､

ユ

と

す
れ
ば

､

カ
ル

テ
ル

は
､

第
一

期
･

第
二

期
の

い

ず
れ
の

時
点
に

お
い

て

も
､

そ

の

時
点
の

利
潤
を

最
大
に

す
る

よ

う
に

､

価
格

･

販
売
費
を

決
定
し
さ

え

す
れ

ば

よ
い

こ

と

に

な
る

｡

そ

こ

で
､

仮
定
臼
に

よ
っ

て
､

予
め

こ

の

よ

う
な

ト
リ

ダ
イ

ア

ル

な

場
苦
を

排
除
し

て

お

く
の

で

あ
る

｡

次
に

､

参
入
の

生

起
に

関
す

る
､

カ

ル

テ
ル

の

主
観
的
確
率
に

つ

い

て

の

仮
定
を

述
べ

る
｡

時
点
亡

に

お

け
る

こ

の

確
率
を

勺
(
叶

)

と

す

れ

ば
､

こ

の

時
点
に

お
い

て

参
入

が

起
ら

な
い

と

い

う
条
件
の

も

と

で

の

参
入
の
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起
る

条
件
付
確
率
は

､

(

笥
(

豊
丘

､

(

T
只

什

)

)

に

よ
っ

て

与
え

ら

れ

る
｡

こ

の

条
件
付
確
率
を

､

九

で

表
わ

し
､

こ

れ

を

参
入
の

危
険
率
と

呼

ぷ
｡

仮
定
臼

九

は
､

叉
叶

)

Ⅳ
○

-

る
)

Ⅳ
○

で

定
義
さ

れ

る

ク

と
g

と
に

関

す
る

二

回

連
続
偏
数
分
可
能
な

凸
関
数
で

あ

り
､

文
学

的
)

=
む

只

慧
)
＼

曾

爪
○

-

計
セ

(

き

ユ

=

欝
(

学

主
音
Ⅳ
○

と

仮

定
す
る

｡

参
入
の

脅
威
は

､

一

度
だ

け

し
か

生
じ

な
い

と
い

う
仮
定
と

､

カ

ル

テ

ル

の

行
動
に

関
す
る

仮
定
咄
～

仰
に

よ

り
､

カ
ル

テ
ル

は
､

汎
関
数

､

う
冬
る
)

文

章
･

登
竜
喜
㌔
三

〉

ざ

∈

を
､

制
約
条
件

､

只
○
)

=
○

-

分
外

)

=

又

叉
p
A

外

)
)

(

丁
只

叶

)

)

(

N
)

に

従
っ

て
､

最
大
に

す
る

よ

う
に

関
数

､

叉
叶

)
〉

A
叶

)

を

選
択
す

る

こ

と

に

な

る
｡

三
､

最
適
価
格

･

販

売
費

､

C
亡

∃
e

n
t

H
p

2
-

t

O

ロ
ー

P

ロ

を
､

月
叉
〇
､

A

p

只
叶

)
､

大
外

)

)

=
司

e
ス

p

る
)
)

(

丁
只

叶

)

)

＋

琶
一

(
叶

)

＋

大
外

)

(
-

-

只
叶

)

)

又
叉

叶

)
､

A
叶

)

)

と

お

く
と

､

制
約
条
件
燃
の

も

と
で

､

関
数

七
★

(

p
㌔
(

p
勺
書

(
叶

)

が
､

m
の

最
大
値
を

与
え
る

た

め

の

必

要
条
件
は

､

む

旦
晋
(
叶

)

=
[

司

匂
(

℃

ズ
p

㌔
(
叶

)

)

＋

右
)

ざ
(

号
(
叶

)

も
書

(
叶

)

)

]

(

-

-
勺

書

(
叶

)

)

=
○

〈

望

む

包
む

A
叶

)

‖
[

丈
㌔
(

p
㌔
(
叶

)

)

＋

大
外

)

文
七

★

(
叶

)
】

叫

ズ
叶

)

)

]

(

T
勺

I

(
叶

)

)

=
○

(

色

盲
)

-
(
→

-

已
大

外

)

=

-
む

包
む

勺
(
外

)

=

Å
七

書

(

p
㌔
(
叶

)

)

-
計

＋
〕

呑
)

宍
七

バ
叶

)

も
ー

(
叶

)

)

(

望

(

7.
)

で

あ
る

｡

こ

こ

で
､

大
外

)
-

只
叶

)

は
､

横
断

条
件

､

･
-
i

ヨ
爪

ュ
了

三
大
叶

)

只
叶

)

=
○

季

､

l
0
0

を

満
た

す
も
の

と

す
る

｡

も

し

全
て

の

叶

Ⅳ
○

に

対

し
て

､

㌔
(
叶

)

=

さ
h

ズ
外

)

=
h
♯

で

あ

れ

ば
､

必

!

㈲

か

ら
､

勺
★

(
叶

)

=
-

1
内

⊥
ニ

さ

き

(

ヨ

㌔
(
叶

)

…-

-
(

具

さ
㌔
)

-
月
ニ
(

で
･
一

首
又

さ
叫

J
)

(

望

(

7
勾

十

果

さ
㌔
)

)

司
勺

(

㌔
-

㌔
)
=

八
え

さ
㌔
)

1
計
)

計
勺

(

号
-

れ
J

(

望

(

7
q

十

只
㌔
-

㌔
)

)

具
さ
㌔
)

=
(

具

さ
り
J

-
計
)

文
さ
㌔
)

(

【

昏

を

得
る

｡

逆
に

m

～
畑

は
､

必

～
㈲

を

濁
し

て

い

る
｡

し

た
が

っ

て
､

仮
り

に

㌔
(
叶

)

=

㌔
､

㌔
(

〇

--

㌔

㈱
､

㈹
に

よ
っ

て

与
え

ら

れ
る

｡

補
助
定
理

､

㈱
､

M

を

満
た

す

つ

存
在
し

､

か
つ

Å

さ
㌔
)

∨
計

(

証

明
)

う

ー
q

＋

只
寧

凸
>
○

､

と

す

れ

ば
､

最
適
価
格

･

販
売
費
は

､

(

さ
㌔
)

は
､

き
田

に

お

い

て

唯
一

で

あ

る
｡

で

あ

る

か

ら
､

関
数

叉
七
-

凸

=
(

司

(

ミ
T
塁

(

-
号
叉
や
叫
)

)

を
､

知

㌔

上
で

定
義
す
る

こ

と
が

で

き

占

る
｡

司
.

計

は
､

仮
定
に

ょ

り
､

や
山

上

連
続
で

あ

る

か

ら
､

仮

定

臼
の

〃
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月
計
)

上

で

も

連
続
で

あ

る
｡

さ

ら
に

､

月
計

)

は
､

仮
定
H
の

伽
に

よ
り

コ

ン

パ

ク

ト

な

集
合
で

あ

る

か

ら
､

文
吉

の

中
に

､

叉
p

ユ

を

最

大

に

す
る

点
(

七

J

㌔
)

が

存
在
す
る

｡

こ

の

点
が

､

求
め

る

点
で

あ

る
､

な
ぜ

な

ら
､

こ

の

点
は

､

仮
定

臼
に

よ

り
､

b
バ

さ

の

内
点
で

あ

る

か

ら
､

Å
七
J

㌔
)

>
計

が

成
立

し
､

ま

た
､

叉
㌔
-

㌔
)

が
､

具
計
)

に

お

け

る

内
部
最
大
値
で

あ

る

た

め
の

必

要
条
件
は

､

晋
(

㌔
-

且
く

晋
=
○

､

音
(

㌔
-

㌔
)
＼

む
h

=
○

で

あ

る

か

ら
､

点

(

号
.

㌔
)

に

お
い

て
､

㈱
､

朋

が

成
立

す
る

｡

尚
､

㈱

ノ

山

を

満
た

す
､

(

勺
★

-

㌔
)

が
､

b
バ
計
)

に

お

い

て
､

小

ズ
や

且

の

最
大
値
を

与
え

る

十
分

条
件
に

も

な
っ

て
い

る

こ

と

と
､

そ

の
一

意
性
ほ

､

関
数
打

と
九

が
､

そ

れ

ぞ

れ
､

厳
密
な

凹

関
数

､

凸
関
数

で

あ

る

こ

と
に

よ
っ

て

保
障
さ

れ

る
｡

止

も
ー

d
.

定
理

､

m

～

M

を

満
た

す
､

㌔
-

h

J

勺
書

(
叶

)

に

対
し

て
､

さ
葺
こ
つ
･

芸
)

)

竜
表
号
三

〉

ざ

巨

∨

一
名

[

曇
)

さ
)

(

丁

毒
)

＋

暑
]

Q

･

言
熱

が

成
立
す
る

｡

こ

こ

で
､

叉
叶

)
-

A

p
勺
(
叶

)

ほ
､

任

意
の

許
容
可
能
な

関
数
で

あ

る
｡

(

証
明
)

皿

式
の

左

辺
か

ら
､

右
辺
を

引
い

た

値
を

b

と
お

い

て
､

b
>
○

を

示
せ

ば

よ

い
｡

ま

ず

b

の

被
積
分
関

数
か

ら
､

(
-

-
勺
(
叶

)

)

Å
鞍

.
-

㌔
)

仏

･
(

?

芝

を

引
い

て

加
え

て
､

結
果
を

整
理

す
る

と
､

b
‖

守
月

干
う
3
)

(

量
子

む
)

＋
(

-

-

勺
(
什

)

)

(

Å
七

書
-

㌧
)

-

叉
叉
〇
.

A
叶

)

)

)

]

缶

⊥

?

芝
敷

こ

こ

で
､

9

ス
七
-

ユ

は
､

厳
轡
な

凹

関
数
で

あ

る

か

ら
､

b
>

､
8

?
月

喜
(

具
さ

員
予

蔓

＋
司
伽

(

七
,

書

㌔
)

(

㌔

-

る
)

)

]

Q

⊥
了
巳

一

缶

＋

(ヽ

月

千
句

室
(

葺
lち
T

号
主
監

さ

ら
に

､

m

～

㈹

か

ら
､

司
勺
(

号
-

㌔
)

=

-
-

詩
句
(

七
★

-

㌔
)

-

司
血

(

㌔
-

㌔
)

=

-
-

書

計
あ

(

㌔
-

㌔
)

司

す
★

､

㌔
)

-
計

=

-
(

1

-
q

＋

又
匂
J

㌔
)

)

-

ノ

を

得
る

｡

こ

れ

を
､

上
の

式
に

代
入

し

て
､

7 J♂

b

Y
ヽ
㌔
(
-

-
勺
(
叶

)

)

(

[

計
匂
(

匂
J

㌔
)

(

七
井

-
山

ス
叶

)

)

＋

訂
(

㌧
-

㌧
)

(

㌔
-

A
叶

)

)

]

屯

⊥
了

吉
敷

･

一
名

(

さ
ち

(

葺
-

･

莫
さ

童
責
了

言
外

こ

こ

で
､

･

ヱ
宕

(

月

予

選
)

)

(

-

考
量
賢

=

､

ざ
芸
ち

(

妻
･

蔓
)

､

熟

U

･

ヱ
が
丁

重
ざ
る
)

､

A

営
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-
(

丁
勺

書

(
叶

)

)

叉

㌧
.

㌔
)

]

ユ
三

〉

ざ

で

あ

る
か

ら
､

b
>

⊥
★

守
去

)

)

[

書
芸

(

予
叉

叶

)

)

＋

訂
(

号
-

㌔
)

(

㌔
-

A
叶

)

)

1
(

叉
叉
p

A
叶

)
)

-

叉

さ
㌔
)

]

?
人

7

ミ
蟄

補
助
定
理
か

ら
､

-
-

★

>
○

ま

た

叉
七
-

且

ほ
､

凸
関
数
で

あ

る

か

ら
､

右

式
の

右
辺
は

､

非

負
で

あ

る
｡

し

た

が
っ

て
､

b
>
○

を

得
る

｡

乎
e
･

d
･

四

い

く
つ

か

の

結
果

､

第
三

節
で

は
､

第
二

節
の

仮
定
の

も
と

で
､

最
適
価
格

･

販

売
費
が

､

唯
一

つ

存
在
す

る

こ

と

を

示
し

た
｡

こ

の

節
で

は
､

前
節
の

結
果
を

用
い

て
､

価
格
だ

け

で

ほ

な

く
､

版
売
費
を

も

操
作
可
能
変
数
と

す
る
こ

と

に

よ
っ

て

生
ず
る

新
た

な

問
題
に

つ

い

て

議
論
す
る

｡

l
､

ま

ず
販
売
費
と
い

う

操
作
可
能
変
数
の

追
加
に

よ
る

利
益
が

､

具
体

的
に

は

ど
の

よ

う
な

径
路
を

通
じ

て

実
現
さ

れ

る

か

を

明
ら

か
に

し
て

お

こ

う
｡

一

定
の

価
棉

､

販
売
費

(

寧

ユ

に

対

し
て

､

山

式

に

よ
っ

て

与

え

ら
れ

る

期
待
値
を

､

㍉
(

匂
-

ユ

と

最
く
と

､

大
垣
.

凸

=
(

又
匂
､

凸

-
計
)
＼

(

1

-
q

＋

文
学

且
)

＋
ミ
(

→

-
q

)

忘

と

な
る

｡

し

た

が

っ

て
､

最
適

価
格

･

販

売

費

を
､

前

節
と

同

様
に

､

(

耳
-

㌔
)

で

表
わ

す

と
､

最
適

期
待
値
は

､

右
の

式
の

特
別
な

場
合
と

し

て
､

大

さ
㌔
)

=
(

Å
耳
㌔
J

-
計

)
､

(
→

-
q

＋

又
℃

★
-

㌔
)

)

＋

旦
(

→

-

已
P

留

と

な

る
｡

今
､

販
売
費
を

操
作
不

可
能
な

変
数
と

し
､

そ

れ
が
′

時
間
を

通
じ

て
一

定
な

値
-g
を

と
る

と

す
れ
ば

､

g

に

対

す

る

最
適
価
蒋

叉
凸

は
､

前
節
の

モ

デ
ル

の

特
殊
な

場
合
と

し
て

､

(

→

-
q

＋

文
学
叫
)

)

司
や
(

勺
､

凸

=
(

Å
や

凸

-
計
)

ぎ
(

也

㌦
)

を

満
た

す

♪
に

よ
っ

て

与
え

ら

れ
る

｡

こ

こ

で

愉

=

叉
凸

と

お

け

ば
､

(

也
}

凸

に

対

す
る

期
待
値
は

､

㈹
よ

り

大
場 ･
-

凸
=
(

見
ゃ

凸

-
且
ニ
(

1

-
q

＋

只
愉
､

凸
)

＋

票
→

-
q
)

と

な
る

｡

前
節
の

定
理
か

ら
､

叫

廿

㌔

で

あ

れ

ば
､

㍉
(

七
★

-

㌔
)

>

㍉
(

也
-

凸

即
ち

､
(

Å
耳
-

㌔
)

I
計
)

(

叉
也
】

凸

-

叉
勺

書

も
★

)

)

＋
(

→

-
q

＋

叉
㌧
-

㌔
)

)

(

Å
勺

J

㌔
)

-

Å
也
】

凸
)

>
○

こ

の

不

等
式
が

､

成
立
す
る

た

め

の

必

要
条

件
は

､

二

つ

の

不

等
式

､

又
匂
-

叫
)

1

叉
耳
J

㌔
)

>
○

も
(

さ
㌔
)

-

Å
也
-

叫
)

>
○

の

小

く
と

も
一

方

あ

る

い

は

両
方
が

成
立
す

る

こ

と

で

あ

る
｡

即
ち

､

販
売
費
を

操
作
可
能

変
数
と

し
て

追
加
す
る

こ

と

に

よ
っ

て

得
ら

れ

る

利
益
は

､

版
売
費
の

参

入

阻
止

効
果
に

よ
っ

て

参
入
の

危
険

率
を

引
き

下
げ

る

か
､

販

売
費
の

需

要
拡
大
効
果
に

よ
っ

て

第
一

期
の

経
常
利
潤
を

増
大
さ

せ

る

か

の
一

方
ま

た

は
､

そ

の

両
方
に

よ
っ

て

実
現
さ

れ
る

｡

2
､

参
入

障
壁
の

差
異

前
節
の

分
析
に

よ

れ

ば
､

参
入

障
壁
の

高
さ

の

差
異
に

依
存
せ

ず
､

最

適
価
格

･

販

売
費
は

､

㈲
､

M

式
を

満
た

す

(

さ
㌔
)

に

よ
っ

て

与
え

ら

れ
る

｡

し

か

し
､

参
入

障
壁
の

高
さ

に

応
じ

て
､

そ

れ
に

適
当
な

条
件

7

を

与
え

て
､

㈲
､

棚

式
を

解
釈
す
れ

ば
､

序
節
で

触
れ

た
ペ

イ
ン

の

場
合

〃



一 橋論叢 第七 十
一 巻 第六 号 ( 7 8 )

分
け

と

類
似
し
た

そ
れ

が

で

き

る

こ

と

を

示

そ

う
｡

第
一

期
の

経
常
利
潤
を

最
大
に

す
る

価
格

･

販
売
費
を

(

七
ヨ

〉

叫

J

と

す
れ

ば
､

叉
七
茅

〉

h

∋
)

Ⅳ

Å
七

井
-

㌔
)

口

金

関
数
打

と
ん

と

が
､

そ

れ

ぞ
れ

凹
･

凸

関
数
で

あ

る
こ

と
か

ら
､

叉
七
き

ー

ゎ

き
)

Ⅳ

只
㌧
-

㌔
)

宣

不
等
式
仙

､

姻
に

お

い

て

等
号
が

成
立
す

る

の

は
､

七
3

=

さ
=

㌔
=

㌔

の

場
合
に

か

ぎ
る

｡

価
格
と

販
売
費
に

よ

る

以

外
の

参
入

障
壁
(

以

下
で

は
､

そ
の

他
の

参

入

障
壁
と

呼
ぶ
)

が
､

非
常
に

高
い

場
合
に

は
､

叉

さ
切

J
=
○
､

即
ち

､

経
常
利
潤
を

最
大
に

す

る

(

き
㌔
)

を

と
っ

て

も
､

参
入
の

危
険
が

存

在
し

な
い

場
合
が

あ

る

だ

ろ

う
｡

こ

の

と

き
､

㈹
に

よ

り
､

叉

さ
㌔
)

=
○

で

も

あ

る
か

ら
､

佃
と

､

㍉
(

さ
切

J
Ⅳ
㍉
(

七
き

､

払

ヨ
)

か

ら
､

Å

馬
-

㌔
)

=

Å

さ
㌔
)

､

即

ち
､

勺

√
駕
ご

★

=

詣

と

な

る
｡

し

た

が

っ

て
､

叉
匂
ヨ

ー

㌔
)

=
○

で

あ

る

ほ

ど

そ
の

他
の

参
入

障
壁
が

高
い

場

合
に

は
､

ペ

イ
ン

の

い

う
｢

参
入

は
､

効

果
的
に

封
鎖
さ

れ

て

い

る
+

場
合
に

相
当

す
る

｡

効
果
的
参
入

封
鎖
の

場
合
ほ

ど
､

そ
の

他
の

参
入

障
壁
が

高
く

は

な

く
､

七

日

廿

耳
叫

ヨ

廿

㌔

か
つ

､

叉

さ
㌔
)

=
○

で

あ

る

場

合
､

即

ち
､

参

入

阻
止

価
蒋

･

販
売
費
で

､

最
適
化
が

達
成
さ

れ

て

い

る

湯

合

を
､

｢

参
入

は
､

効
果
的
に

阻
止
さ

れ

て

い

る
+

と

言
う

｡

そ
の

他
の

参
入

障
壁
が

､

効
果
的
参
入

阻
止
の

場
合
よ

り
も

さ

ら
に

低

く
､

叉

耳
-

㌔
J

>
○

と

な

る

場
合
即
ち

､

最
適
価
蒋

･

販
売
費
の

も

と

で

も
､

参
入

が

生

じ

る

よ

う
な

象
合
を

､

｢

参
入
は

､

非
効
果
的
に

阻
止

さ

れ

て

い

る
+

と

言
う

｡

効

果
的

参
入

阻
止
の

場
合
も

､

罪
効
果
的
参
入

阻

β

止
の

場
合
も

､

旭

は
､

厳
密
な

不

等
号
で

成
立

す
る

｡

換
言
す
れ

ば
､

非

7

常
に

高
い

参
入

障
壁
を

も
つ

産
業
の

経
常
利
潤
は

､

他
の

条
件
を

一

定
と

す

れ

ば
､

そ

れ
よ

り

も

低
い

参
入

障
壁
を

持
つ

産
業
の

経
常
利
潤
よ

り
も

､

必

ず
高
い

こ

と
が

わ
か

る
｡

3
､

比

較
分
析

こ

れ

ま

で

は
､

割
引
率
γ

､

第
二

期
の

利
潤
丘

､

成
長
率
ダ

を
一

定
と

し
て

き
た

が
､

こ

れ

ら
の

値
を

変
化
さ

せ

た

と

き
､

㈱

～

姻

式
で

与
え

ら

れ

る

最
適
価
格
･

販

売
費
(

さ
㌔
)

及
び

､

姻

式
で

与
え

ら

れ

る

最
適

期
待
値

㍉
(

さ
㌔
)

が
､

ど
の

よ

う
に

変
化
す

る

か

を

調
べ

て

み

る
こ

と

に

し

よ

う
｡

㈲
､

畑

式
に

よ
っ

て
､

関
数

君
-

も
わ

を
､

計
(

㌧
】

㌔
)

=
司

セ
(

㌔
-

㌔
)

(

→

-
q

＋

叉

モ
ー

㌔
)

)

-
計

匂
(

㌔
-

㌔
)

(

Å
㌧
)

㌔
)

-

丘
=
○

≠

入

さ
㌔
)

=
司

入

㌔
-

㌔
)

(

→

-
q

＋

叉
㌧
-

㌔
)

)

-
計

入
七

書
〉

㌔
)

(

Å
七

井
-

㌔
)

-
む
)

=
○

と

定
義
し

､

パ

ラ

メ

タ
ー

α

(

串

=
→

､

タ

q
)

で
､

㈹
､

微
分
す

る

と
､

宏
}

ロ

ゴ

抑

式
の

両

辺

を

男
卑
官

≠

し

只
七

★
}

㌔
)

(

…

絹
)

⊥
…

…

鞘
)

と

な

る
｡

さ

ら
に

記
号
の

簡
略
化
の

た

め
に

､

悶

鴻
=

芸
音
更
誓
‖

㌢

(

む

=
勺
-

h
-

且

と

書
く
こ

と

に

す

る
｡

行
列
G

は
､

関
数
汀

､

ゐ

に

閲
す
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ト

る

仮
定
か

ら
､

負
債
定
符
号
の

対

称
行
列
で

あ

る
ひ

よ
っ

て

腺

式
は

､

(

粥
絹
)

=

も
(

紺
)

‖

l

如
(

粥
㍑
約

)

壷

脚

式
に

お

い

て
､

計
申

(

=

チ
勺

)

<
○

で

あ

れ
ば

､

甘
♯

盲
P

と

教
書

盲
串

の

符
号
は

､

行
列
G

が
､

負
債
定
符
号
で

あ

る
こ

と
に

よ
っ

て

定
ま

っ

て

く

る
｡

し
か

し
､

計
如

=

チ
?
の

符
号
は

､

司

篭
=
司

ぢ

と

ざ
盲

=

計
勺

の

符
号
に

依

存
し

て

お

り
､

先
験
的
に

､

そ

れ

が

負
で

あ

る

と

す

る

こ

と

が
で

き

な
い

｡

そ

こ

で
､

計
向

が
､

非
負
の

湯

合
も

考
慮
に

入
れ

な

け
れ

ば

な

ら

な

い
｡

計
ミ

祭
串

爪
○

か
つ

≠

篭
Ⅳ
○

の

と

き
､

君
も
芸

＼

告
白

=
♪

｡
}

子
中

･

君
勺

､

君
臣

=

屯
人
臣

=
→

-

計
-

q

)

と

お

く
と

､

○

爪

㌻
<

ヨ
P

叉
モ
】

か
J

が

成
立

(

8
)

す
る

｡

し

た
が

っ

て
､

計
軸

Ⅳ
○

の

場
合
に

は
､

○

爪

計

入
2
訂
(

モ
ー

か

J

2
-

又
♪
㌔

か
P

)

爪

君
入
2

買
(

モ
ー

屯
)

の

場
合
に

分
け
て

考
え
れ

ば

よ

ヽ

0

､

.∨

次
に

､

パ

ラ
メ

タ
ー

α

の

変

化
が

､

期
待
値

大
㌧
}

㌔
)

に

与

え

る

影
響
を

調
べ

る
｡

姻

式
の

両
辺
を

α

で

微
分
し

て
､

㈱
､

山

を

用
い

れ

ば
､

已
(

七
-

㌔
)
＼

計
=
む

大
セ
一

書

㌔
)
､

訂

と

な
る

｡

以

上
の

準
備
の

も
と

で
､

具
体

的
な
パ

ラ

メ

タ
一

に

つ

い

て
､

君
聖

祭
P
】

胃
＼

む

P

を

計
算
し

､

そ

れ

に

対

す
る

合
一

盲
き

計
券

盲
や

已
1

＼

阜
(

串

=
1

-

計

も
)

の

変
化
の

方

向
を

要
約
し

た
の

が
､

後
掲
の

表
で

あ

る
｡

但
し

､

成

長
率
ダ

が

変
化
す
る

と

き
の

分
析
の

結
果
は

､

カ

ミ

ヤ

ン

･

シ
ュ

ワ

ル

ツ

に

な

ら
っ

て
､

危
険
率

関
数
及
び

第
二

期
の

利
潤
ほ

､

成
長
率
の

関
数
で

も

あ

り
､

危
険
率

関
数
に

つ

い

て

は
､

只
き
h

-

q
)

=
∋

月
七
-

ユ

只
q

y

ヨ
Ⅳ
○

の

よ

う
な

多
少
特
定
化
し

た

型
で

考
え
る

｡

こ

こ

で
､

欠
き

且

は
､

仮

定
例

に

お

け

る

文
学

エ

と

同
じ
で

､

加

示
､

署
=
ヨ
内

(

や

且
乱

ト
､

合
W
O

が

仮

定
さ

れ

て

い

る
｡

ま

た

第

二

期
の

利
潤

は

つ

い

て

は
､

(

詩
､

身

爪
○

と

仮
定

す

る
｡

こ

れ

ら
の

比

較
分
析
の

結
果
は

､

利

*▼

J
*【

J
･事

p

0

0

0

0

<

<

<

<

0

0

∩
)

0

>

>

>

<

0

0

0

0

>

>

<

>

¢卵
< 0

0 ≦;¢p ぷ< m i n ( ム
r

, ちつ

0 くム
γ
く¢p 苫 < ム

r

O くム
γ

く¢p β < ム
γ

0

0

0

0

>

>

>

>

0

0

0

0

<

>

>

<

0

0

0

0

>

>

<

>

¢卵 < 0

0 く¢p ざ< m i n ( ∫1

お
, ちり

0 くム
た
く如ざ< ム

た

0 くム
お
く¢p g < ム

お

0

0

0

0

>

>

>

<

0

0

0

0

>

>

<

>

¢p g < 0

0 く¢p き < m i n ( ム
γ

, ちつ

0 くム
甘く¢p き< ム伊

0 く; J
2
甘く¢p g < ム

p

潤
と

危
険
率

に

関
す

る

価
蒋
と

販

売
費
の

交
叉
効
果
を

示

す
｡

計
向

が

負
か

､

非
負
で

あ
っ

て

も

比

較
的
小
さ

な

値
の

場
合
に

ほ
､

最
適
価
格

㌔

の

変
化
の

方

向
は

､

カ

ミ

ヤ

ン

･

シ

ュ

ワ

ル

ツ

の

分
析
の

結
果
と

一

致
す

る

が
､

阜
勺
向

が
､

比

較
的
大
き

な

正
の

値
を

と
る

と

き
に

は
､

♪
の

変
化
の

方
向
は

､

彼
ら
の

場
合
と

逆
に

な

る

場
合
も

あ

る
｡
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五

指

び

こ

の

研
究
ノ

ー

ト
で

は
､

第
二

節
で

､

不

確
実
な

参
入
の

脅
威
が

あ
る

場
合
に

､

最
適
価
槽

･

販
売
費
が

存
在
す
る

た

め
の

十
分
条
件
を

述
べ

､

さ

ら

に

第
三

節
で

は
､

こ

の

条
件
の

も

と

で
､

最
通

解
が

存
在
す
る

こ

と

を

示
し
た

｡

ま
た

､

第
四

節
で

は
､

最
適
解
の

も

つ

意

味
を

述
べ

､

比

較

分

析
を

行
っ

た
｡

最
後
に

､

広
告
費
に

つ

い

て

付
言
し

て

お
こ

う
｡

ま

ず
､

こ

の

ノ

ー

ト

で

い

う
販
売
費
と

は
､

経
常
的
な

支

出
の

効
果
が

､

そ
の

期
の

う
ち
に

消

滅
す
る

販
売
関
係
の

支
出
を

言
い

､

広
告
費
と
は

､

そ
の

効
果
が

､

次
期

以
降
に

も

繰
越
さ

れ

る

も
の

を

言
う

｡

両

者
は

､

類
似
し
て

い

る

が
､

広

告
費
を

､

操
作
可
能
な

変
数
と

し

て
､

本
稿
と

類
似
の

モ

デ
ル

構
成
を

行

ぅ
こ

と

に

は
､

相
当
の

障
害
が

あ

る
｡

そ
の

最
大
な

も
の

は
､

利
潤
関
数

､

危
険
率
関
数
の

む

ぎ
甘
ぎ
む

ぜ
甘
訂

､

の

符
号
と

､

三

次

偏

微

係

数

の

符
号
を

､

先
験
的
に

判
定
で

き

な
い

こ

と
で

あ

る
｡

し

た

が
っ

て

広
告

費
を

説
得
的
な

方
法
で

扱
う
に

は
､

別
の

､

フ

レ

ー

ム

･

ワ

ー

ク

が

要

請

さ

れ

る
｡

(

1
)

J
●

∽
･

せ

巴
ロ

[

串
勺

,

晋
-

○

?
P
p

♂
i

2 .

[

占
.

(

2
)

以

下
で

ほ
､

田
P

ど

の

用

語
を

用
い

て

議
論
す

る

が
､

晋
-

0
∽
･

F
p

E
2 .

の

場
合
に

も

同

じ
こ

と
が

言
え

る
｡

(

3
)

l
●

∽
-

田

已
臼

-

[

N
]

-

勺

p
●

N

-

-
N

N
.

(

4
)

○
●

ロ

W
≡

-

P

白
岩
臼

､

[

且
●

(

5
)

呂
･

Ⅰ
･

内
P

m
i

e

ロ

P

邑

芦

｢

哲
F
弓

胃
t

如

[

八
丁

(

6
)

こ

の

仮

定

ほ
､

制

約
的

で

ほ

な

い

｡

R
p

ヨ
ー

e

日
､

瞥
F
弓
p

ユ
N

[

凸
●

匂

り

会
○

-
巴
.

参
照

｡

(

7
)

]

戸

ナ

A
ヨ
○

弓

[

占
.

(

8
)

｢

G
◆

→
e
】

払

e

り

∴
凸

.

参
考

文

献

[

1
]

A

∃
○

司
-

声
-

●

-

芸

A

苫
-

ど
p
t

6
.

n
払

○
巾

C
O

ロ
t

3
-

→
F

e

O
→

叫

t

O

H
O

O

ロ
0

2
i

O

G
け

○

弓
t

F
-

√

戸

出
一

口
p

已
N

打

P
ロ

d

A
.

勺
一

く
e

ど
O
t

t
､

e

計
-

岳
打
叶

訂
ヨ
已
計
り

阜
b
篭
計
叫

3

幹
訂

莞
♪

h

ざ
a

N
.

A
ヨ
e

ユ
O

P

n

呂
P
t

F
e

m
巳
ど
巴

野
望.

e

t

¥

-

讃
∞

.

匂

p
.

∞

h

-
〓
¢

.

[

2
]

出

巴
ロ

ー

ナ

∽
●

b

弓
→

計
岩

叶

Q

L

欝
∈

9
→
}

ぢ
b

誌
誌

3
-

詮
F

勺

ユ

邑
･

訂
粥
､

C
a

m
b

ユ
P

g
e

-

民
望
岩
0

ビ

岳
e

t

t

仏
-

-

笥
-

.

[

3
]

内
P

ヨ
ー

e

ロ
､

]

芦
Ⅰ

.

p

n
一

声

｢
切
口

F

弓
P

ユ
N

㌔
H

L

2
-

t

吋
r
-

○
-

口

内

P

日

d

q
日

吉
ユ
p

訂

H
n
t

＼
√

由
Q

3
Q

ヨ
乳
3 .

旨
､

d

d
-

.

い

P

Z
〇
.

N
.

-
心

勺
-

.

勺

り

皇
T

-

-
聖

T

.

[

4
]

晋
】

○

?
｢
P

E

阜

㌘

○
吋

首

竜
乳
哩

P

さ
軋

叫

ぎ
加

5
叫

昌
～

勺
言
胃
琵
h

→
e

く
J

e

d
一

-

C
P

m

官
岩
内
e

.

冒
P

訟
P
の

F
声

旨
t

t
∽

､

-

心

示

p

[

5
]

→
e
】

等
J

r

G
一

-

ミ

A

賢
1

e

註
巴
口

的

P

ロ
d

C
O

ヨ
p
e

t

≡
○

臼

㍉

ゝ
さ
ヾ

3
白
叫

曳
h

ま
叫
札

替
已

軸
Q

3
Q

∋
哩

-

宗
一

.

匂

9

訟
N

-

琵
.

[

6
]

ノ

ヨ
ー

ー
ー

P

日

写
ロ

∵
h

幹
)

-

-

-

ロ

的

H
的

官
口

旨

P
∽

P

出
a

ヨ
訂
→

t

O

H
n
t

→

†
√

曾
弓
訂
己
q

旨
弓
3

白
～

阜

向
合

営
邑
Q

ゎ

こ
諾
ぃ

.

胃
+
-

N

-
N

∞
.

(

一

橋
大

学
大
学
院
博
士

課

程
)

7 2 0




